
理科学習指導案例  小学５年 単元名「植物の発芽と成長」B(1) 
                     

本時の学習（12／12） 
１ ねらい 
 植物の種子の発芽や成長の条件や実験の方法について、学習したことを用いてグループやクラスで説明し合い
ながら問題解決する活動を行うことで、学んだことを活用しようとする意欲を高めるとともに、他者と関わりな
がら問題解決をすることができるようにする。 
 
２ 準 備 
○使用端末…ChromeBook    ○授業支援ソフト…ミライシード、オクリンク、ムーブノート 

 

３ 板書計画 

 

エラー! ブックマークが定義されていません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
４ 展 開 

学習活動 指導上の留意点 
１ これまで学習したことを振り返る （５分） 

T：今回の植物の発芽と成長の学習で学んだ大切なこ
とはどんなことかペアで確認してみよう。 

 ①植物の発芽に必要な条件は？ 
 ②子葉の中身の正体は？役わりは？ 
 ③植物の成長に必要な条件は？ 
 ④実験するときに大切なポイントは？ 
 
S：植物の発芽には水・空気・適した温度が必要 
S：子葉の中身はデンプンで、発芽に必要な養分 
S：植物の成長には日光・肥料が必要 
S：実験では調べる条件だけを変えて、他の条件は変

えない 
 
T：これらのことはこれからの理科の学習や植物を育

てるときに使えますね。今日はクラス全員がこれ
らの知識を使えるようにしていきましょう。 

 
 
 

・児童が今まで学習したことを想起できるように、
児童の学習記録やノートから、問いの答えをペア
で確認し合うように伝える。 

 
 
 
 
 
・ペアで想起できなかった児童も想起できるよう
に、学級全体でも確認しながら問いと答えを黒板
に掲示する。 

 
 
 
・児童の本時の学習への意欲を高めるため、これか
ら植物を育てたりするときや、今後の理科の学習
の中で、活用できることだと伝える。 

 
 
 
 

＜めあて＞ 
 クラス全員が、植物の発芽と成長の問題について、学習したことを使って説明できるようになろう 



２ 問題の内容と取り組み方を確認する （８分） 
 

エラー! ブックマークが定義されていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラー! ブックマークが定義されていません。 

 

T：この４問をクラス全員が説明できるようにするこ
とが今日のめあてです。説明できると思うものに
ペイントで◯をつけてください。 

 

S：ちょっと大変そう、一人で４問もできない。 

 

T：一人で４問答えるのは大変なので、班ごとに１問
解いて、全体に説明してもらいます。 

 

S：それならできそう。 

T：誰がグループの代表かわかりません。また、一人
１問しか取り組みません。クラス全員が説明できる
ようになるために、協力して取り組みましょう。 

 

３ 問題に取り組む （７分） 

T：説明するときにはタブレットを使います（個）
が、タブレットで答えても、ノートに説明を書い
て写真を撮るのでも構いません。 

T：説明の仕方を考えるためには、まず問題が解けな
いといけません。一人で考えたい人は一人で取り
組んでもいいし、周りの人と相談しながら取り組
んでも構いません。先生と相談して取り組みたい
人は、集まってください。 

 

 

 

４ グループで説明の仕方を考える。（１０分）  

S：直射日光を当てて、湿気の多いところに置くと、
発芽の条件が全てそろってしまうんじゃないか
な。 

 

S：発芽したあとも子葉が縮んでいくんだから、発芽
した後もしばらくはデンプンを使って成長してい
ると思う。だから、デンプンが少なくなれば発芽
したあとの伸び方も少なくなるんじゃない？ 

 
 
 
 
 
 

エラー! ブックマークが定義されていません。 

 
 
 
 
 
 
 
 

エラー! ブックマークが定義されていません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・児童が課題解決の見通しをもてるように、上記の
学習の流れを提示し説明する。 

 
・自分が問題を説明できなくてはいけないという責
任感や、他者の話を聞く必要感をもたせるため、
問題が４問あり、班で１問説明できるようにする
ことを伝える。 

 
 
・児童が学び方を選べるよう、タブレットを使わず
ノートを用いてもいいことを伝える。 

 
・説明を考える際に一人一人が自分の考えをもった
状態でいられるように、自分のレベルに合わせて
学習の仕方を選べるようにする。 

 
・教師にヒントを求めてくる児童には、問題に関わ
ることはどの実験や観察で学習したのか確認し、
その時の学習記録やノートの記録を見るように促
す。 

 
・グループでの話し合いを活性化させるため、タブ
レット上で考えたことを図に書き込む（協働）な
どして発表資料を作るよう促す。 

 
・児童が今までの学習を根拠に説明ができるよう
に、今までのどの学習と問題が関連しているかを
考えるよう促す。 

 

・児童に提示する問題一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童が円滑に資料や問題を受け取ることができるよう、タブレットを用いて資料を配布する。 

学習の流れ 

・問題に取り組む 

・グループ全員で説明を考える 

・クラス全員に説明する 



 

S：太陽は東から南を通って西に沈むから、北に置い
たら影になって日光が当たらないよ。 

 

S：水をこんなにいっぱい入れたら、種子に空気が届
かないよ。水はこんなにいれちゃだめだよね。 

 

 

 

 

 

５ クラス全員に説明を行う（８分） 

 

 

 

 

 

 

６ 振り返りを行う。（７分） 

T：友達の説明を聞いてみて、説明できそうな自信が
ある問題に丸をつけましょう。 

 

S：学習前よりも説明できそうな自信があるものが増
えたぞ。 

 

T：今回の学習を通して気づいたことや、グループや
全体での説明で、どんなことをしたから説明でき
る自信がついたのか、詳しく振り返って書いてみ
ましょう。 

 

 

・児童が班の話し合いに参加している意識をもてる
よう、一人一人に役割を意識させる。その際、国
語科「きいて、きいて、きいてみよう」での学習
を想起させ、他者の説明にうなずいたり、わから
なければもう一度確認したりすることも、重要な
役割であることを伝える。 

 
 
 
 
 
・班の代表者を伝え、タブレットを用いて説明を行
わせる。 

 
・児童が主体的に説明を聞くことができるように、
わからなければ質問をしたり、上手く行かなけれ
ば説明の手助けをしたりしても良いことを伝え
る。 

 
・児童に本時の学習の成果を実感させるため、学習
前と学習後の説明できそうな問題を比較させる。 

 
 
 
 
・児童が振り返る内容を意識できるように、「今回
の学習で気づいたこと」と「うまく説明できるよ
うにするためにやったこと」を振り返らせる。 

 

 

＜振り返り＞ 
・〇〇さんが、図に直接説明を書き込んで説明するといいことを教えてくれた。 
・わからなかったことを質問したら、わかりやすく教えてくれたので上手く説明できるようになった。 
・みんなの説明を聞くと、わからないこともわかるようになる。 
・生活の中で、植物の発芽と成長のことが使われていることがわかった。 
・別の実験でも、変える条件と変えない条件のことは使えると思う。 

【ウ２】（発言・プレゼン資料・ノート記録等） 
 植物の発芽と成長について、学んだことを生かし
て問題を解こうとしている。 
 
 
 


